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老
人
福
祉
費

シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業�

補
助
金�

�

２
９
０
万
円

�　

高
齢
者
の
方
が
外
出
し
て
、
明
る
＜

楽
し
く
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
イ

コ
バ
ス
の
無
料
券
や
、映
画・カ
ラ
オ
ケ・

ピ
ア
ジ
ェ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ケ
イ
マ
ン

ゴ
ル
フ
・
レ
ス
ポ
ア
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト

等
の
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
補
助
券

の
配
布
を
行
い
ま
す
。

議
会
費

議
会
動
画
配
信
委
託
料�

�

１
０
０
４
万
円

�　
議
員
の
一
般
質
問
や
町
長
の
答
弁
な

ど
本
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
配
信
し
ま
す
。

指
定
ご
み
袋
支
給
事
業
費

�

９
４
９
万
円

�　

１
世
帯
あ
た
り
久
山
町
指
定
燃
え
る

ご
み
袋
20
枚
（
大
）
を
支
給
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
対
策
費

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業�

助
成
金�

�

10
万
円

�　
が
ん
患
者
や
が
ん
経
験
者
の
が
ん
治

療
に
伴
う
心
理
的
負
担
を
軽
減
す
る

と
と
も
に
社
会
参
加
を
促
進
し
、
療
養

生
活
の
質
の
向
上
を
目
的
に
、
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
や
補
整
具
等
の
購
入
費
を
助

成
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算　
59
億
６
８
０
万
円

�

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）
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久
山
町
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
使
用
開
始
！

区
長
会
と
議
会
の

合
同
意
見
交
換
会

久
山
町
議
会

活
動
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

と
び
か
う
論
戦

久
山
町
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と



商
工
振
興
費

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
補
助
金�

�

９
９
６
万
円

　
久
山
町
の
地
域
経
済
循
環
に
よ
る
事

業
者
を
応
援
す
る
た
め
久
山
町
商
工
会

が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

に
対
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
（
20
％
）

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

販
売
総
額

�

８
０
０
０
万
円
（
内
、
２
０
０
０
万

円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）

販
売
開
始

令
和
５
年
７
月
９
日
（
日
）
予
定

電
子
決
済
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
金�

�

５
０
０
万
円

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
時
、
店
舗
負

担
約
２
％
の
手
数
料
を
１
店
舗
10
万
円

を
限
度
に
支
援
し
ま
す
。

荒
巻　
時
雄 

議
員

　
私
は
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
に
賛
成
す
る
。

① 

高
齢
者
の
外
出
を
促
す
よ
う
に
シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事

業
補
助
金

② 

施
設
の
維
持
管
理
を
考
え
た
対
策
と
し
て
杜
の
郷
保
育
園
の

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業
委
託

③ 

議
会
一
般
質
問
よ
り
早
速
取
り
入
れ
た
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

推
進
事
業
助
成
金

④ 

歳
入
に
関
し
て
は
、
補
助
金
の
活
用
と
と
も
に
、
税
収
確
保

の
姿
勢
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
予
算
は
、
町
民
生
活
を
考
慮
し
た
前
向
き

予
算
と
評
価
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

阿
部　
哲 

議
員

　
久
山
町
は
、
い
ろ
ん
な
形
で
久
山
町
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
事
業
、
教
育
の
充
実
、
公
共
交
通
の
イ

コ
バ
ス
の
充
実
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
う

い
う
中
で
、
こ
の
当
初
予
算
は
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
山
田
小
学
校
の
改
築
、
大
規
模
改
修
、
中
学
校
の

改
修
、
中
学
校
の
図
書
館
も
子
ど
も
た
ち
に
合
っ
た
調
整
の
上
、

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
久
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
の

当
初
予
算
に
、
賛
成
す
る
。

令
和
５
年
度　
一
般
会
計
予
算・賛
成
討
論

本
田　
光 

議
員

　
国
の
２
０
２
３
年
度
の
地
方
財
政
は
、
政
府
方
針
に
も
と
づ

き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
構
想
」
推
進
、公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
と
一
体
の
「
改
革
」

等
を
自
治
体
に
押
し
つ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
悪
政

押
し
つ
け
か
ら
住
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
、
介
護
、
教
育
、
農
林

業
の
再
生
政
策
の
充
実
な
ど
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
久
山

町
一
般
会
計
の
公
園
費
、
町
総
合
運
動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
、

地
方
債
３
４
６
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
野
球
場
・

サ
ッ
カ
ー
場
等
の
建
設
は
断
念
し
た
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
。
特

に
急
が
れ
る
事
業
は
山
積
し
て
い
る
①
山
田
小
学
校
体
育
館
の

天
井
ふ
き
替
え
工
事
含
む
大
規
模
改
修
工
事
②
久
原
・
山
田
両

小
学
校
の
プ
ー
ル
改
修
工
事
③
久
原
小
学
校
前
の
橋
、
復
旧
工

事
④
す
で
に
議
決
し
て
い
る
久
山
中
学
校
の
給
食
実
現
は
、
改

め
て
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。
今
で
は
弁
当
給
食
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
子
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
費
、
平
和
事
業

補
助
金
、
予
防
費
、
教
育
費
等
々
の
予
算
は
賛
成
評
価
で
き
る

点
も
あ
る
が
、各
、款
、項
、目
を
総
合
的
に
見
て
賛
成
で
き
な
い
。

以
上
述
べ
て
反
対
討
論
と
す
る
。

佐
伯　
勝
宣 

議
員

　
反
対
理
由
は
、
九
大
の
剖
検
事
業
廃
止
に
よ
り
予
定
の
剖
検

イ
ベ
ン
ト
の
会
場
運
営
委
託
料
25
万
円
の
計
上
で
あ
る
。
剖
検

事
業
廃
止
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
廃
止
は
ま
ず
、

町
民
へ
の
説
明
が
あ
っ
て
の
決
定
で
は
な
か
っ
た
か
。
手
順
が

違
う
の
で
は
。

令
和
５
年
度　
一
般
会
計
予
算・反
対
討
論
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令
和
５
年
度
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算�

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

○�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

�
10
億
８
３
５
７
万
円

　
・
主
な
歳
入

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税

�

１
億
６
０
２
４
万
円

　
　
　
一
般
会
計
繰
入
金

�

１
億
８
６
０
０
万
円

　
・
主
な
歳
出

　
　
　
保
険
給
付
費�

�

８
億　
７
７
７
万
円

　
　
　
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

�

２
億
３
６
９
５
万
円

○�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

�

１
億
７
０
６
８
万
円

　
・
主
な
歳
入

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

�

１
億
２
５
１
４
万
円

　
　
　
一
般
会
計
繰
入
金�

４
５
３
万
円

　
・
主
な
歳
出

　
　
　

�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

�

１
億
６
１
３
５
万
円

○�

水
道
事
業
会
計
予
算

　
水
道
事
業
収
益�

２
億
６
８
４
２
万
円

　
水
道
事
業
費
用�

２
億
４
２
５
３
万
円

　
資
本
的
収
入�

５
８
２
１
万
円

　
資
本
的
支
出�

２
億　
５
９
５
万
円

　
・
業
務
の
予
定
量

　
　
　
給
水
件
数�

３
５
２
５
件

　
　
　
年
間
総
給
水
量

�

１
１
０
万
４
０
０
０
㎥

　
　
　
１
日
平
均
給
水
量�

３
０
１
６
㎥

　
・
配
水
管
敷
設
工
事
費

�

７
１
０
０
万
円

○�

公
共
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　
下
水
道
事
業
収
益

�
４
億
６
９
９
４
万
円

　
下
水
道
事
業
費
用

�

４
億
１
４
５
６
万
円

　
資
本
的
収
入�

１
億
８
８
７
３
万
円

　
資
本
的
支
出�

３
億
８
９
３
２
万
円

　
・�

業
務
の
予
定
量

　
　
　
排
水
戸
数�

３
５
２
５
戸

　
　
　
年
間
総
排
水
量

�

90
万
３
２
８
２
㎥

　
　
　
１
日
平
均
排
水
量�

２
４
６
７
㎥

　
・�

管
渠
等
築
造
工
事
費

�

１
億
３
２
０
０
万
円

赤坂工業団地（猪野地区）

水道工事
①猪野地内配水管布設工事
　（19工区）
　150ｍｍ管を 160ｍ
②猪野地内配水管布設工事
　（20工区）
　150ｍｍ管を 120ｍ
③猪野地内配水管布設工事
　（21工区）
　150ｍｍ管を 180ｍ
④猪野地内配水管布設工事
　（22工区）
　75ｍｍ管を 150ｍ

下水道工事
①猪野地内下水道築造工事
　（39工区）
　200ｍｍ管を 223ｍ
②猪野地内下水道築造工事
　（40工区）
　200ｍｍ管を 356.5 ｍ
③猪野地内下水道築造工事
　（41工区）
　200ｍｍ管を 172ｍ

　
久
山
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
の
制
定

提 

出 

者

　
久
山
町
議
会
議
員

　
山
野　
久
生

賛 

成 

者

　
久
山
町
議
会
議
員

　
阿
部　
　
哲

　

議
会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形

成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
一
部
施
行
に
よ
り
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
町
議
会

の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

　

制
定
前
に
は
、
ま
ず
議
会
運
営
委

員
会
お
よ
び
全
員
協
議
会
を
開
き
、

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
制
定
後
は
、

議
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
切

な
運
用
に
向
け
、
議
員
全
員
で
共
有

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

  

議
員
発
議 

 
 

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

check2
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久山町議会で決まったこと
議
案
番
号

議　　案　　名
採
決
結
果

阿あ

部べ

文ふ
み

俊と
し

久く

芳ば

正ま
さ

司し

阿あ

部べ　

哲あ
き
ら

本ほ
ん

田だ　

光ひ
か
る

末す
え

松ま
つ　

裕ゆ
た
か

阿あ

部べ

恒つ
ね

久ひ
さ

山や
ま

野の

久ひ
さ

生お

荒あ
ら

巻ま
き

時と
き

雄お

佐さ

伯え
き

勝か
つ

宣の
ぶ

只た
だ

松ま
つ

秀ひ
で

喜き

３　
　
　
月　
　
　
定　
　
　
例　
　
　
会

1 専決処分の承認を求めること（５久山町専決第１号） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん

2 久山町固定資産評価審査委員会委員の選任同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 久山町固定資産評価審査委員会委員の選任同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 久山町固定資産評価審査委員会委員の選任同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 久山町個人情報保護法施行条例の制定 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ●
6 久山町個人情報保護審査会条例の制定 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ●
7 久山町印鑑条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
8 久山町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

9 久山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子
育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

10 久山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

11 久山町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 久山町重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を
改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 久山町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 久山町地区計画の区域内における建築物の制限に関する
条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 久山町水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 令和４年度久山町一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 令和４年度久山町国民健康保険特別会計補正予算（第３
号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 令和４年度久山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 令和５年度久山町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ●
20 令和５年度久山町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
21 令和５年度久山町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
22 令和５年度久山町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 令和５年度久山町公共下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 令和５年度久山町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議１ 久山町議会の個人情報の保護に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

令和５年３月定例会 議決結果一覧表　［○：賛成　●：反対］

今
回
の
議
案

町
長
提
案・・・�

24
件

議
員
提
案・・・�

１
件

●
３
月
定
例
会
会
期
14
日
間

３
月
５
日
〜
３
月
16
日

check1

check2

久
山
町
個
人
情
報
保
護
法

施
行
条
例
の
制
定

・
反
対
討
論　
本
田　
光　
議
員

　
い
ま
あ
る
自
治
体
の
個
人
情
報
は
、
国
に
先
行
し

て
条
例
が
整
備
さ
れ
、
内
容
も
整
備
さ
れ
て
発
展
さ

せ
て
き
た
と
い
う
地
方
自
治
の
象
徴
的
な
存
在
の
一

つ
と
い
え
る
。

　
こ
れ
を
国
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
に
よ
る
個
人
情
報

保
護
条
例
、「
デ
ジ
タ
ル
改
革
」
の
名
で
す
す
め
る

も
の
で
あ
る
。
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
問
題
の
主
な
も

の
と
し
て
①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
拡
大
の
お
そ
れ

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
拡
大
、
公
務
業
務
を
外
部

委
託
す
る
意
向
も
あ
り
、
総
合
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
以
上

述
べ
て
反
対
討
論
と
す
る
。

・
反
対
討
論　
佐
伯　
勝
宣　
議
員

　
当
初
、
条
例
案
に
賛
成
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

今
日
の
や
り
取
り
（
本
議
案
に
関
す
る
質
疑
お
よ
び

町
長
の
答
弁
）
を
聞
い
て
非
常
に
不
安
に
な
っ
た
の

で
考
え
た
い
。
そ
れ
を
も
っ
て
反
対
討
論
と
す
る
。

・
賛
成
討
論　
山
野　
久
生　
議
員

　
こ
の
条
例
は
今
ま
で
あ
っ
た
条
例
を
、
た
だ
議
会

と
行
政
に
分
け
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
何
ら
変
わ
る
も

の
で
は
な
い
。
議
会
に
分
け
た
と
い
う
こ
と
だ
け
な

の
で
、
賛
成
す
る
。

check1
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令和５年３月定
例会よりタブレ

ット端末の使用
開始！

　令和５年３月議会からタブレットを使っての議会がスタートし、令和５年６月議会から本
格的に導入となります。
　３月は、紙とタブレットを併用し、議会が行われました。今回は、私たち議員が議会運営
で使っているタブレットの機能２つについてお伝えします！

どうなったのどうなったの

LINE�WORKS（ラインワークス）
議会事務局と議員間での連絡ツール
電話や文書で行っていた会議の日程調整や会議決定の通
知などを即座にできるようにしています。

1

SideBooks（サイドブックス）
資料を閲覧することができるツール
配布資料をタブレット１台で閲覧することができます。
議案書や予算書、その他の資料のほか、町の計画なども
閲覧できます。

2

＊背景の画像は議会で使用しているタブレットです
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LINE WORKS  ラインワークス

SideBooks  サイドブックス

紙で配布していた開催通知、電話での
日程調整を連絡アプリを使って行う。

本会議や委員会での資料の閲覧等を行う。
紙で配布していた議案書等をデータで格納する。

ペーパーレス化
情報共有の迅速化

議事の効率化
ペーパーレス化

情報共有の迅速化

◦�連絡のツールです。主に議員と事務局で
の連絡・通知に使用しています。

◦�スマートフォンとも連携でき、連絡がス
ムーズになりました。

◦�写真や動画を送ることができ、広報委員
会でも活用しています。

◦�カレンダーが共有でき、スケジュール管
理にも役立てています。

◦�データ化された文書をページをめくる
ように閲覧できます。

◦�ページに簡単なメモ書きができます。

◦�ページにしおりがつけられます。

連�携

トーク画面イメージ�▶

SideBooks イメージ

扌　➡
タブレットを
使用した
会議の様子

7 久山町議会だより　令和５年５月15日発行　No.89

久
山
町
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
使
用
開
始
！

区
長
会
と
議
会
の

合
同
意
見
交
換
会

久
山
町
議
会

活
動
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

と
び
か
う
論
戦

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
使
用
開
始
！



３年ぶりに区長会と議会で意見交換会が行われました。
今回は、「環境保全」、「地域コミュニティ」、「防災実地訓練」３つの
テーマを決めて話し合いを行いました。

環境 保全（河川美化）
地 域 の 意 見

議 員 としてどうしていくか

・�河川内の草木。大雨の時に怖い思いをする。県の管理だという
ことも分かるが、それを待っていていいのか。県ができないな
ら、町ですることはできないだろうか。ある地域は、見かねて
地区の40代～ 50代、消防団で除去を行ったが、捨て場所に
大変苦労した。町では処分できないと言われた。町でできない
ことも分かるが、捨て場所の確保はしていただきたい。
・�観光客が多い地域で、河川でのバーベキューを禁止しているが、看板の効果が薄い。また、バーベキュー禁止の呼
びかけをした際には、相手に酒が入ったりして、大変怖い思いをした。なんとか迷惑防止の条例を作ってほしい。
また、夏は月２回清掃をするが、ゴミも多く処分にも困っている。

・�河川の草木については、草木だけじゃなくて堆積物の問題
もある。県の管理ということも分かるが、町が堆積物の除
去は率先してやるべきではないかと個人的には思う。
・�河川の浚渫について、過去、区長会との意見交換後に陳情
に行った。議会として県の方に要望にいきたい。

山邉区長
（猪野）

後藤区長
（上山田）

河邉区長
（下山田）

山野議員
（中久原）

荒巻議員
（下久原）

佐伯議員
（下久原）

議�会�としては、❶�県へ河川の浚渫の要望を行う。❷�迷惑防止条例の制定に向けて検討したい。
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区長会と議会の合同意見交換会
　　　　　　　　　　　　　　　�令和５年２月８日

防災 実地訓練

地域 コミュニティ

地 域 の 意 見

地 域 の 意 見

議 員 としてどうしていくか

議 員 としてどうしていくか

・�防災訓練に関しては、町に防災専門官も配置しているので実施していきた
い。

・�区で防災専門官と話し合ったが、水の関係については、専門官もご存じな
かったので、元区長や水利委員も集めて話し合いをしていく。防災について、
具体的な話を区の中でしていきたい。

・�区の役員の成り手が少ない。役員の選出に時間がかかる。
・�組合の加入世帯が少なくなっている。入らない方が増えた
り、脱退する方もいる。
・�育成会に入らない子どもが増えている。習い事の関係。
・�区画整理で新しい組合ができた。コミュニケーションを前
向きに図っていきたい。

・�大規模災害について、想定外と思わず、行政、
議会、地域一緒に防災訓練を行いたい。
・�社会福祉協議会では、防災訓練について地域
の見守り隊、お年寄りに対しての声掛けを
行っていく。消防と併せて見守り隊の協力も
必要と思うので総合的に考えていきたい。

・�防災専門官の登用により、各行政区でも出前講座を実施しようと行政も考えている。
・�区長の方は大変だと思うが、防災専門官も活用して防災実地訓練を行っていただきたい。

・�コミュニティの問題、非常に難しい問題である。行政区の役員に成り
手がないのは、地域でのつながりがコロナの影響もあり薄くなってき
たからだと考える。コロナ後、地域の行事などが復活していく中で地
域のつながりを考えていきたい。区長方とも一緒にがんばりたい。

・�組合加入は個人の問題という壁はあるかとは思うが、ある程度町とし
て決まりを作っていくのはどうかと個人的には思う。

・�消防費の関係、災害の費用を払わないのは問題である。防災にも関わることなので検討した方がよい。

伴区長
（中久原）

平田区長
（下久原）

阿部副議長
（下山田）

末松議員
（東久原）

阿部議員
（上山田）

阿部議員
（下久原）

本田議員
（上山田）

久芳議員
（上久原）

只松議長
（猪野）

議�会�としては、各行政区の防災実地訓練に対し、協力していく。

種区長
（東久原）

久芳区長
（上久原）

山口区長
（草場）
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久山町議会活動ＮＥＷＳ
　
広
島
県
熊
野
町
に
お
い
て
、
農
業
振
興
お
よ
び
有
害
鳥
獣
対
策
を
テ
ー
マ
に
先

進
地
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
久
山
町
で
は
猟
友
会
中
心
で
行
っ
て
い
る
有
害
鳥
獣
対
策
で
す
が
、
熊
野
町
で

は
平
成
30
年
度
か
ら
広
島
県
鳥
獣
被
害
対
策
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
呼
ん
で
の
研
修

会
や
対
策
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
、
徹
底
し
た
柵
囲
い
な
ど
に
農
業
集
落
全
体
で
取

り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
モ
デ
ル
圃ほ

場
を
有
害
鳥
獣
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
令
和
４
年
４
月
に
は
焼
却
施
設
利
用
に
よ
り
、
個
体
処
分
の
負
担
を
軽
減
す

る
取
り
組
み
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
熊
野
町
は
耕
地
整
理
が
進
ん
で
お
ら
ず
遊
休
農
地
が
多
い
状
況
で
す
が
、

農
家
の
女
性
団
体
「
ふ
ぁ
ー
む
我わ

花か

咲さ

」
に
よ
る
、
モ
デ
ル
圃ほ

場
に
お
け

る
特
産
品
の
黒
豆
栽
培
と
給
食
へ
の

提
供
を
実
現
し
、
役
場
・
地
元
農
家
・

農
協
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
「
熊
野
町

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
協
議
会
」
で
意

見
交
換
や
現
状
報
告
が
行
わ
れ
、
そ

れ
が
各
種
事
業
や
予
算
化
等
に
生
か

さ
れ
、
今
後
の
参
考
に
な
る
い
ろ
い

ろ
な
事
例
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察

　
　
令
和
５
年
２
月
14
日
～
15
日

�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長　
阿
部　
哲熊野町役場職員による説明

佐
伯
勝
宣
議
員
の
議
会
報
告
に
対
し
、

議
会
か
ら
訂
正
を
求
め
ま
し
た

　
令
和
５
年
３
月
定
例
会
開
会
日
（
３
月
３
日
）
に
、
久
山
町
議
会
は
佐
伯
勝
宣

議
員
に
対
し
、
佐
伯
議
員
が
個
人
的
に
発
行
す
る
議
会
報
告
に
記
載
さ
れ
た
記
事

の
一
部
に
つ
い
て
、
事
実
と
異
な
っ
た
内
容
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
冒
頭
に
て
議

長
か
ら
次
の
と
お
り
訂
正
を
求
め
ま
し
た
。

佐
伯
議
員
の
議
会
報
告
に�

記
載
さ
れ
た
主
な
内
容

❶�

久
山
町
議
会
だ
よ
り
87
号
（
令
和
４

年
11
月
15
日
発
行
）
に
記
載
さ
れ
た
、

佐
伯
議
員
の
出
席
停
止
処
分
に
関
す

る
審
決
申
請
棄
却
記
事
は
、
町
民
の

目
線
そ
ら
し
が
目
的
で
は
な
い
か
。

❷�

久
山
町
議
会
が
令
和
４
年
９
月
６
日

定
例
会
を
台
風
11
号
の
接
近
を
理
由

に
延
期
し
た
こ
と
は
、
西
村
町
長
の

コ
ロ
ナ
療
養
を
伏
せ
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

❸�
久
山
町
議
会
が
令
和
４
年
６
月
定
例

会
の
会
議
録
を
改
ざ
ん
し
、
音
声

デ
ー
タ
を
加
工
し
た
。

久
山
町
議
会
か
ら
訂
正
を
求
め
た�

主
な
内
容

❶�

久
山
町
議
会
は
審
決
申
請
の
処
分
庁

（
申
請
の
も
と
と
な
っ
た
処
分
を
下
し

た
機
関
）
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
町

民
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
た
も

の
で
あ
り
、
町
民
の
目
線
そ
ら
し
が

目
的
で
は
な
い
。

❷�

町
長
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
さ
れ
て
お
り
、
令
和
４
年
９
月

５
日
に
議
会
定
例
会
に
お
い
て
も
報

告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
長
の

コ
ロ
ナ
療
養
を
伏
せ
た
こ
と
は
な
い
。

❸�

会
議
録
の
改
ざ
ん
、
音
声
デ
ー
タ
加

工
に
つ
い
て
は
、
全
く
の
事
実
無
根

で
あ
り
、
久
山
町
議
会
運
営
の
信
頼

を
損
な
う
も
の
で
あ
る
。
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とびかう論戦！

阿
部

問
　

首
羅
山
遺
跡
整
備
基
本
計
画
で
触

れ
ら
れ
て
い
る
首
羅
山
遺
跡
情
報
交

流
館
（
仮
称
）
の
建
設
事
業
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

答
　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
い
う
の
は

大
き
な
今
後
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
民
間
活
力

や
国
の
方
が
進
め
て
い
る
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
複
合
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
事
業
の
推

進
に
は
必
要
だ
。

ほ
か
の
質
問

①
役
場
の
駐
車
場
に
つ
い
て

②
新
教
育
長
の
所
信
に
つ
い
て

③
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て

阿
部

問
　

本
町
に
は
、
２
０
１
３
年
に
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
首
羅
山
遺
跡
が
あ

り
、
昨
年
は
下
久
原
の
若
八
幡
宮
が

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ

た
。
ま
た
、
片
見
鳥
遺
跡
か
ら
は
古

墳
時
代
を
中
心
と
し
た
土
器
な
ど
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史

文
化
遺
産
を
活
用
し
た
本
町
の
魅
力

発
信
や
観
光
促
進
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

答
　

首
羅
山
遺
跡
の
発
掘
調
査
か
ら
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
、
本
町
の
史
跡
に

対
す
る
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

学
校
教
育
の
面
に
お
い
て
は
、
歴
史

史
跡
巡
り
の
旅
や
歴
史
絵
本
の
作
成

な
ど
が
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
本
町
独
自
の
魅
力
発
信
の
役
割

も
果
た
し
て
い
る
。
観
光
促
進
と
い

う
面
で
考
え
た
場
合
、
文
化
財
と
商

工
を
両
輪
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

文
化
財
の
観
光
、
そ
し
て
魅
力
発
信

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

阿
部

問
　

第
２
次
総
合
戦
略
で
は
、
歴
史
文

化
遺
産
に
関
す
る
久
山
町
の
魅
力
を

情
報
発
信
し
、
多
彩
な
交
流
機
会
を

拡
大
す
る
こ
と
で
共
感
人
口
を
増
や

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
地
域
の
歴

史
資
源
の
展
示
や
継
承
を
考
え
る
と

交
流
拠
点
は
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長

答
　

共
感
人
口
と
い
う
の
は
、
そ
の
町

の
行
っ
て
い
る
政
策
と
そ
の
方
針
に

対
し
て
共
感
さ
れ
る
人
々
の
こ
と
で
、

そ
の
方
が
定
住
・
移
住
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
、
そ
う
い
う
共
感
の

方
が
集
う
場
所
は
、
今
後
必
要
で
あ

る
。

歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
魅
力
発
信
や

観
光
促
進
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

阿
あ

部
べ

　恒
つね

久
ひさ

  議員

町
長
：
文
化
財
と
商
工
の
両
輪
で
進
め
て
い
き
た
い

首羅山遺跡案内板
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一般質問　３月６日〜７日　質問議員７名
町民のみなさまの生活にかかわる大切な内容について、議員が町に対して質問を行います。

佐
伯

問
　

各
地
で
生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
外
来
の
水
草
の
増
殖
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
先
日
、住
民
の
通
報
で
、

猪
野
川
・
下
川
原
橋
付
近
で
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
の
生
息
が
確
認
。
現
在
、
枯こ

死し

状
態
だ
が
、
枯
死
で
も
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
た
ら
悪
臭
も
漂た

だ
よい

、
水
質

も
悪
く
な
る
。
生
態
系
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、
農
業
へ
も
悪
影
響
を
与
え

る
と
聞
く
。
河
川
は
県
の
管
轄
だ
が
、

県
と
の
連
携
等
、
対
処
は
。

都
市
整
備
課
長

答
　
県
土
整
備
事
務
所
へ
除
去
を
お
願
い

し
た
が
、
増
殖
に
よ
っ
て
河
川
の
流
下

能
力
の
低
下
は
な
い
と
の
判
断
。
早
急

な
対
応
は
行
な
わ
な
い
と
の
見
解
だ
。

佐
伯

問
　
国
交
省
が
作
成
し
た
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
か
ら
は
軽
く
見
れ
な
い
植
物
の
よ
う

だ
が
。
高
松
市
・
春
日
川
で
の
増
殖
の

よ
う
に
、油
断
で
き
な
い
。
大
丈
夫
か
。

都
市
整
備
課
長

答
　

増
殖
が
著
し
い
草
と
の
認
識
は
あ

る
。
農
業
や
住
環
境
に
影
響
が
及
べ

ば
対
応
を
考
え
て
い
く
。

上
久
原
新
興
住
宅
地
の
街
灯
・

防
犯
灯
設
置

佐
伯

問
　

上
ヶ
原
の
新
興
住
宅
地
は
軒
数
が

増
え
た
が
、
街
灯
が
少
な
く
暗
い
。

安
全
面
を
危
惧
し
て
い
る
が
、
街
灯

設
置
の
要
望
の
状
況
は
。

都
市
整
備
課
長

答
　
新
規
の
街
灯
・
防
犯
灯
の
設
置
は
、

原
則
、
地
元
区
長
か
ら
の
要
望
を
も

と
に
設
置
し
て
い
る
。
現
場
を
確
認

し
、
状
況
に
応
じ
、
予
算
の
範
囲
内

で
優
先
す
べ
き
所
を
順
に
設
置
し
て

行
っ
て
い
る
。

佐
伯

問
　

以
前
よ
り
街

灯
が
増
え
た
と

い
う
近
所
の
声

も
あ
る
が
、
部

活
帰
り
の
中
学

生
や
女
性
で
歩

外
来
種
の
水
草
の
駆
除
は

い
て
帰
宅
さ
れ
る
方
な
ど
、
不
安
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
設
置
を
重
点
的
に

考
え
る
地
域
で
は
。

都
市
整
備
課
長

答
　

上
久
原
上
ヶ
原
地
区
は
、
現
状
・

地
域
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
え
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

山
の
神
の
町
有
地
活
用
に
つ

い
て

佐
伯

問
　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
断
念
で

残
っ
た
５
０
４
０
㎡
の
土
地
に
つ
い

て
、
土
地
活
用
、
町
民
向
け
説
明
は
。

町
長

答
　

令
和
２
年
３
月
18
日
付
、
議
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
上
久
原
地
区
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
計
画
予
定
跡
地
の
利
活

用
を
求
め
る
意
見
書
を
尊
重
し
、
有

効
活
用
を
検
討
中
だ
。
活
用
が
決
ま

れ
ば
議
会
を
含
め
説
明
を
行
な
っ
て

い
く
こ
と
は
必
要
。

ほ
か
の
質
問

上
久
原
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

佐
さ

伯
え き

　勝
か つ

宣
の ぶ

 議員

都
市
整
備
課
長
：�

県
は
早
急
な
対
応
は
行
な
わ
な
い
と
の

見
解
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とびかう論戦！

阿
あ

部
べ

　文
ふ み

俊
と し

  議員

阿
部

問
　

年
末
年
始
の
防
災
週
間
に
鐘
を
鳴

ら
し
、
町
内
の
方
々
に
防
災
や
火
の

用
心
を
呼
び
掛
け
、
安
全
安
心
に
努

め
る
消
防
団
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い

た
だ
き
、
さ
ら
な
る
消
防
団
の
必
要

性
を
町
民
の
方
々
に
町
と
し
て
も
ア

ピ
ー
ル
し
て
は
。

町
長

答
　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
町
が
あ

る
。
消
防
団
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
担
い
手
と
な
り
、
継
続
的
な
町
づ

く
り
の
上
で
大
切
な
組
織
だ
。

阿
部

問
　

自
然
災
害
や
火
災
な
ど
が
発
生
し

た
ら
現
場
に
駆
け
付
け
、
我
が
身
の

危
険
を
顧
み
ず
一
丸
と
な
り
献
身
的

に
活
動
に
当
た
る
消
防
団
に
は
、
町

民
か
ら
大
き
な
信
頼
と
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
大
規
模
な
自
然
災
害

に
お
い
て
は
、
地
域
・
消
防
団
・
行

政
の
連
携
が
不
可
欠
と
な
る
が
、
行

政
と
し
て
の
考
え
と
今
後
の
計
画
は
。

町
長

答
　

消
防
団
は
、
地
域
災
害
の
中
核
と

な
る
組
織
で
あ
る
と
強
く
認
識
し
、

地
域
の
協
力
に
よ
り
組
織
を
維
持
し

て
い
る
。総

務
課
長

答
　

今
年
度
か
ら
総
務
課
に
防
災
専
門

官
を
配
置
し
、
専
門
的
知
見
か
ら
防

災
対
策
を
見
直
す
と
と
も
に
地
域
防

災
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
各
行
政

区
長
や
地
域
内
の
各
種
団
体
と
の
意

見
交
換
を
実
施
し
て
い
る
。

阿
部

問
　

町
民
に
消
防
団
の
必
要
性
、
団
員

の
活
動
、
加
入
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
理
解
を
求
め
る
か
。

総
務
課
長

答
　

広
報
啓
発
班
に
よ
る
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
通
じ
た
消
防
団
活
動
お
よ
び

訓
練
の
様
子
等
を
配
信
し
広
報
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
祭
り
ひ

さ
や
ま
に
お
い
て
は
、
防
災
啓
発
を

兼
ね
た
消
防
団
活
動
の
紹
介
を
実
施

し
て
い
る
。

阿
部

問
　

町
の
人
口
も
徐
々
に
増
え
、
団
員

確
保
の
問
題
を
抱
え
、
な
お
一
層
の

地
域
に
お
け
る
消
防
団
活
動
へ
の
協

力
が
必
要
と
思
う
が
、
消
防
団
へ
の

協
力
を
今
後
ど
う
考
え
る
か
。

町
長

答
　

消
防
団
員
の
勧
誘
活
動
は
団
員
が

中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
今

後
は
消
防
団
と
地
域
が
共
に
連
携
し

団
員
確
保
し
て
い
く
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
で
の
地
域
・

 

行
政
・
消
防
団
の
連
携
に
つ
い
て

総
務
課
長
：�

地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
り
、
各
区
長
・
各

種
団
体
と
意
見
交
換
し
実
施
し
て
い
る
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質問の内容は事前に通告し、持ち時間１時間（答弁を含む）の範囲で一問一答で行います。
一問一答とは、質問・答弁を理解するまで繰り返す方法です。

久
く

芳
ば

　正
まさ

司
し

 議員

久
芳

問
　

山
の
神
交
差
点
か
ら
深
井
交
差
点

ま
で
の
左
右
と
も
に
お
お
む
ね
幅
員

４
ｍ
の
歩
道
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

上
久
原
集
会
所
付
近
か
ら
レ
ス
ポ

ア
ー
ル
久
山
ま
で
住
居
側
の
歩
道
は

幅
員
１
ｍ
30
㎝
、
歩
道
に
電
柱
が
数

カ
所
立
ち
実
質
80
㎝
の
狭
い
箇
所
も

あ
る
。
大
型
車
が
通
る
た
び
に
巻
き

込
ま
れ
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
、
車

か
ら
飛
ば
さ
れ
る
水
し
ぶ
き
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
危
険
極

ま
り
な
い
歩
道
を
拡
幅
で
き
な
い
か
。

町
長

答
　

今
は
校
区
安
全
対
策
委
員
会
な
ど

で
危
険
と
し
て
要
望
は
上
が
っ
て
い

な
い
が
、
町
は
県
の
方
に
改
良
に
対

す
る
要
望
が
第
一
と
思
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
の
便
座
に
つ
い
て

久
芳

問
　

住
宅
環
境
が
一
番
大
き
く
変
化
し

た
の
は
ト
イ
レ
で
あ
る
。
家
庭
の
ト

イ
レ
は
温
か
い
便
座
か
カ
バ
ー
が
掛

け
て
あ
る
が
、
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

に
は
空
調
も
無
く
寒
く
、
凍
り
つ
く

よ
う
な
冷
た
い
便
座
を
温
か
い
便
座

に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
へ
の
改

良
進
捗
状
況
は
。

教
育
課
長

答
　

現
在
、
久
原
小
の
ト
イ
レ
は
洋
式

に
な
っ
た
。
山
田
小
は
和
式
も
残
っ

て
い
る
が
洋
式
化
へ
予
定
。

久
芳

問
　

今
後
の
改
良
に
温
か
い
便
座
は
考

え
て
な
い
の
か
。

県
道
福
岡
直
方
線
の
歩
道
に
つ
い
て

教
育
課
長

答
　

温
便
座
も
補
助
金
の
対
象
に
な
る

の
か
検
討
中
で
あ
る
。
便
座
代
、
電

源
の
確
保
、
電
気
代
な
ど
維
持
管
理

も
併
せ
て
検
討
す
る
。

久
芳

問
　

町
独
自
で
考
え
て
は
ど
う
か
。
早

い
時
期
に
計
画
を
立
て
、
次
の
冬
に

は
ぜ
ひ
と
も
温
か
い
便
座
で
過
ご
さ

せ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
が
。

町
長

答
　

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま

え
検
証
し
て
い
く
。

町
長
：
県
に
改
良
を
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
第
一
と
考
え
る
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とびかう論戦！
令
和
４
年
度　
小
５
・
中
２
年
生

 

全
国
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
は

阿
部

問
　

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
小
５
・
中
２
年

生
の
全
員
対
象
の
令
和
４
年
度
全
国

体
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
発
表
し
た
。

50
ｍ
走
や
上
体
起
こ
し
な
ど
実
技
８

種
目
を
点
数
化
し
た
合
計
点
が
、
小
・

中
で
男
女
と
も
過
去
最
低
だ
っ
た
。

持
久
力
が
必
要
な
種
目
で
成
績
低
迷

が
目
立
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
大
後
の
子
ど
も
の
体
力
低
下
が
鮮

明
で
あ
る
が
、
久
山
町
の
状
況
は
。

教
育
長

答
　

町
全
体
は
、
各
種
体
力
の
合
計
平

均
点
に
お
い
て
小
・
中
男
女
全
て
で

全
国
や
県
の
平
均
を
上
回
り
県
の
結

果
か
ら
平
均
２・
２
ポ
イ
ン
ト
、
全
国

の
結
果
か
ら
平
均
３・
１
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
町
も
こ
こ

数
年
低
下
傾
向
に
あ
り
、
小
・
中
学

校
と
も
自
校
作
成
の
体
力
向
上
プ
ラ

ン
を
持
っ
て
計
画
的
に
体
力
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

赤
坂
緑
道
整
備
促
進
に
つ
い
て

阿
部

問
　

伐
採
後
の
桜
の
植
樹
と
ベ
ン
チ
の

設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長

答
　

南
公
園
に
今
年
度
は
４
基
ベ
ン
チ

を
設
置
し
、
今
後
も
桜
を
植
え
る
の

を
踏
ま
え
た
上
で
、
必
要
に
な
る
ベ

ン
チ
は
随
時
設
置
し
て
い
く
。

町
職
員
の
定
数
増
な
ど
機
構

改
革
に
つ
い
て

阿
部

問
　

令
和
３
年
度
決
算
で
委
託
料
が

約
７
億
２
３
０
０
万
円
と
構
成
比

11
・
９
％
に
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
業
務
の
多
様
化
、
ま
た
、
国
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
書
、
資
料
、
報

告
書
お
よ
び
町
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
業

務
委
託
が
増
大
し
て
い
る
と
考
え
る
。

今
ま
で
少
数
精
鋭
主
義
と
し
て
兼
務

が
多
く
少
な
い
職
員
で
対
応
し
て
い

る
が
、
あ
る
程
度
の
職
員
増
は
町
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
の
で
は
。
そ

こ
で
、
全
て
の
課
に
係
長
を
設
置
し

業
務
に
精
通
し
た
意
欲
あ
る
町
民
サ

イ
ド
に
沿
っ
た
職
員
を
育
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
定
員
増
と
併

せ
て
町
長
の
考
え
は
。

町
長

答
　
地
方
創
生
の
時
代
、
教
育
・
環
境
・

子
育
て
・
福
祉
等
本
町
独
自
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

町
の
発
展
に
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
も
職
員
増
お
よ
び
人
材
育
成

が
必
要
不
可
欠
だ
と
捉
え
て
い
る
。

住
民
サ
イ
ド
に
立
て
る
係
長
等
の
中

堅
職
員
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

阿
あ

部
べ

　哲
あきら

  議員

教
育
長
：�

小・中
男
女
全
て
で
全
国
や
県
の
平
均
を
上
回
っ

て
い
る

南公園の現状（上山田）
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一般質問の詳しい内容（会議録）は、レスポアール久山町民図書館、町のホームページで
ご覧いただけます。

子
ど
も
医
療
費
助
成

 

「
高
校
卒
業
ま
で
」
の
助
成
を

町
長
：�

糟
屋
地
区
町
長
会
も
見
直
し
に
向
け
て
検
討
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た

本
田

問
　

昨
年
12
月
議
会
一
般
質
問
で
、
子

ど
も
医
療
費
の
助
成
を
古
賀
市
は
入

院
を
高
校
卒
業
ま
で
（
一
部
自
己
負

担
あ
り
）
を
２
０
１
６
年
10
月
１
日

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
糟
屋
地
区

７
町
は
、
医
療
費
助
成
対
象
者
を
中

学
３
年
生
ま
で
入
院
、
通
院
（
一
部

自
己
負
担
あ
り
）
無
料
と
な
っ
て
い

る
。
本
来
は
、
国
の
制
度
創
設
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
今
、
若
者
の

子
育
て
と
定
住
促
進
に
も
つ
な
が

り
、
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
立
場

か
ら
、
糟
屋
地
区
１
市
７
町
が
統
一

し
て
高
校
卒
業
ま
で
対
象
年
齢
を
拡

大
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
質
問
し
た

が
、
町
長
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
完

全
無
料
化
に
し
て
い
く
と
、
医
療
費

が
上
が
っ
て
町
の
負
担
も
大
き
く

な
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
話
の
議
論

は
、
町
長
会
で
も
質
問
が
あ
っ
た
内

容
に
つ
い
て
は
私
の
方
か
ら
問
い
か

け
た
い
と
思
う
と
答
弁
。
そ
の
後
ど

う
な
っ
た
の
か
。

町
長

答
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
婚
姻
数
の
減

少
、
出
生
率
の
低
下
や
物
価
高
騰
支

援
へ
の
支
出
の
増
加
な
ど
、
そ
う
い

う
対
策
を
昨
年
度
行
っ
て
き
た
が
、

継
続
的
な
支
援
に
つ
い
て
も
、
今
ま

で
以
上
に
そ
の
状
況
に
応
じ
た
変
化

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
強
く
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
糟
屋
地
区
町
長

会
に
お
い
て
も
、
２
月
時
点
で
見
直

し
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
共
有
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
医
療
費
の
支
援
内
容
、
制
度
設

計
、
関
係
機
関
と
の
協
議
に
時
間
を

要
す
る
の
で
、
令
和
６
年
度
４
月
か

ら
行
え
る
よ
う
に
、
糟
屋
地
区
担
当

部
局
で
来
年
度
（
本
年
４
月
か
ら
）

協
議
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

ほ
か
の
質
問

①
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

②�

久
山
町
上
久
原
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て

日本共産党

本
ほん

田
だ

　光
ひかる

 議員
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とびかう論戦！
各
行
政
区
の
組
合
活
動
に
お
け
る

 

喫
緊
の
問
題
・
課
題
は
何
か

町
長
：�

組
合
加
入
世
帯
の
減
少
・
区
役
員
の
成
り
手
不
足

と
考
え
る

末
松

問
　
「
久
山
町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
に

お
い
て
行
政
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
問

題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
の
か
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
問
題
を

審
議
す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

経
営
デ
ザ
イ
ン
課
長

答
　
「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
問
題
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
た
こ
と
は
な
く
、
今
の
と
こ
ろ
審

議
す
る
予
定
も
な
い
。

末
松

問
　

行
政
区
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

問
題
・
課
題
を
解
決
す
る
部
署
と
し

て
、
福
岡
市
・
北
九
州
市
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
課
」
を
行
政
内
に
設
け

て
い
る
が
、
本
町
も
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長

答
　

今
後
、
区
長
会
・
議
会
・
町
・
住

民
の
皆
さ
ま
と
ど
の
よ
う
な
会
が
い

い
の
か
と
い
う
の
は
、
今
後
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

末
松

問
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
町
民
・

行
政
・
事
業
者
・
学
校
で
共
創
し
な

が
ら
作
り
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
特

に
町
内
の
事
業
所
（
ア
パ
ー
ト
経
営

含
む
）
等
に
本
町
の
「
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
の
理
解
や
取
り
組
み
に
つ
い

て
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　
そ
の
具
体
的
取
り
組
み
は
。

町
長

答
　
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
つ
い
て
理

解
を
求
め
る
た
め
の
町
か
ら
の
広
報

活
動
は
で
き
て
い
な
い
の
が
事
実
で

あ
る
。

末
松

問
　

区
の
諸
行
事
費
用
は
区
費
で
賄
わ

れ
て
お
り
、
今
後
加
入
率
が
大
き
く

低
下
す
る
と
区
の
運
営
自
体
も
危
ぶ

ま
れ
る
と
思
う
が
。
ち
な
み
に
、
各

行
政
区
区
長
報
告
に
よ
る
各
世
帯
の

組
合
加
入
率
は
、
町
全
体
で
約
68
％
、

転
入
者
お
よ
び
ア
パ
ー
ト
の
多
い
行

政
区
に
お
い
て
は
、
約
40
％
の
状
況

で
あ
る
。町

長

答
　
組
合
加
入
問
題
は
ど
こ
の
自
治
体
で

も
問
題
で
あ
る
が
、
他
の
自
治
体
と
違

い
久
山
町
は
人
口
が
増
加
傾
向
の
中
で

の
課
題
で
あ
り
、
行
政
だ
け
で
解
決

で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
地
域
・
議

会
・
町
民
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
議
論
し
、
こ
れ
で
い
こ
う
と
い

う
こ
と
を
何
か
や
っ
て
い
く
。

ほ
か
の
質
問

久
山
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

末
すえ

松
まつ

　裕
ゆたか

  議員
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い
よ
い
よ
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
５
類
に
移

行
さ
れ
ま
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
も
個
人
の
判
断
に
ま
か
さ

れ
ま
す
が
、
早
く
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
に
も
ど
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
久
山
町
議
会
３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
一
般

会
計
歳
入
歳
出
予
算
59
億
６
８
０
０
万
円
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
予
算
額
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
３・２
％
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
関
連
の
予
算
と
し
て
、
議
会
動
画
配
信
委
託
料
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
続
き
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
事

業
で
す
。
議
会
の
動
画
配
信
が
行
わ
れ
れ
ば
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、
議
会
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
議
会
活
動
の
充
実
に
努
め
て
行
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

阿
部　
恒
久

編

後
記

集
編

後
記

集

○
開　
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our�hisayama代表

仲
なか　むら

村�敏
とし　や

也さん

　私は「our�hisayama」と言う団体の代表をさせて
頂いています。私達は、新しく居住された方達と手を
取り合ってこれからの新しい久山の為に何か出来ない
か？と焚火を囲みながら思いを語って、その思いを現
実にしていこうとしている団体です。
　久山町は、先人たちの努力により自然と水を守り、
そして、今も多数の事業者がお米・野菜・畜産物など
を豊かな自然の久山の地で生産されています。ですが、
『久山の特産は？』と言われると上手に答えられない
人が多い。それは久山の自然価値を上手に伝えきれて
いないからではないかと考えました。
　そこで、自然価値を広く知ってもらうには何が一番伝えやすいかを考え、水の綺麗
さを伝えられる美味しい日本酒を造ろうという答えになりました。そこで出来たのが
「our�sake」です。この日本酒を飲んだ人たちが、久山のお米で作られていることを
知り、自然豊かで水が綺麗な事を知ってもらえば、久山町の価値を知ってもらえる
はずです。「our�sake」という名前は、このお酒が皆様にとっても「私達のお酒」
となり、愛されるお酒になるように名付けました。
　私達の活動はこれに終わる事無く、いろんな事を焚火を囲みながらもっと考え
て面白く久山を盛り上げていきたいと思います。私達の活動内容は、ホームペー
ジやインスタグラムにてアップしていますのでご覧ください。

か け 橋か け 橋
表紙に関連した皆さまに町への想いを
語っていただくコーナーです。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


